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第1 章 序論 




第2 章 金属誘電体積層ナノホール構造の設計 
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本論文は、金属誘電体積層ナノホール構造（SHA: Stacked metal-dielectric Hole Array）上にサブ波長厚の液晶
層を装荷し、その透過特性に関する研究の成果をまとめたものであり、以下の５章より構成されている。 
第１章では、研究の背景を述べるとともに、本論文の目的と意義を明らかにしている。まず、表面プラズモンポラ



















第５章では、第２章から第４章までで得られた、SHA 構造およびサブ波長厚の液晶材料を装荷した SHA 構造による
透過素子についての研究成果を総括し、本論文の結論としている。 
以上のように、本論文は、金属誘電体積層ナノホール構造と大きな誘電率異方性を有ししかも外場応答性の大きな
液晶材料とを組み合わせ、液晶分子の再配列がナノホール構造上に励振される SPPへの影響を検討することにより、
サブ波長厚の液晶材料で透過光の特性を制御できる可能性を示している。このことは、液晶材料の新たな光デバイス
への応用展開の可能性を示唆するものであり、電気電子情報工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。 
 
